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ていました。
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コーヒーを飲んでいた人はあまりに気持ちが

よく、ぼおっとしていたので、テンに気付きま

せんで した。

でも、見た人はいなかったので、

ほんとうにテンがいたかどうかは

だれも知 りませんで した。
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OBの皆様いかがお過ごしでしょうか。

最後の未知の分野、ヒトの遺伝子の解明が進

み、もうじきその全容が明らかになると言われ

ています。これまで不治の病とされてきた難病

が克服できたり、将来かかりそうな可能性の大

きい病気なども予見できる。そうなると、自分

は40才を過ぎると体質がこんな風に変わつて、

こんな病気になりやすいといったことが分かっ

てくる。喜ばしいことかどうか甚だ疑間である。

ある男が結婚しようとしている女性の家を訪ね

たところ、その母親がそっくりの顔立ちをして

いたので将来の彼女を見てしまったようで、少

なからず落胆 してしまった。先が見えるのは決

していいことばかりではない。「知りすぎたの

ね」とはならない方が人生はおもしろい。恐竜

がその図体の大きさ故に減びたように、人類も

その頭脳の発達故に減びかねない。地球が誕生

して50億年、生命が誕生して45億年、誕生

した生命は50億種類、現存する生物は500
万種類、実に99.9%は 絶滅してしまった。

その一つにヒトが入つても決して不思議ではな

いが、我々の英知を結集し節度を持つて臨めば

免れることができるに違いない。同じように我

らが山小屋ベルクハイムも、現役の諸君と我々

OBの力でいつまでも残しておこうではありま

せんか。

北海道の有珠山がまたもや噴火活動を活発化

させ、付近の住民を不安に陥れ被害も甚大のよ

うです。本当に気の毒なことだ思いながらも、

新しく山ができるその活力、躍動感には目を見

張るものがあり、一種の生命の誕生のような感

動すら覚える。白山は水に削られ、砂防工事も

むなしく莫大な土砂を流し続けて壊れていく一 .

方である。片方で山が生まれ、一方で山がなく

ざ と二」 :こ よ t士 ¬ご

OB会会長 15期 奥名 正啓

なっていくのは自然なことであって、ヒトが望

むように残すのはむしろ不自然と言うべきかも

しれない。

さて、今年は西暦 2000年 を記念して (そ

んな義理はないのだが・ → 野沢でのスキー合

宿も例年になく参加者が多く、出来事もいろい

ろありました。沈床口でのお花見コンパは、桜

の開花がいつもより1週間ほどおくれてちょう

ど満開の日にあたりました。物事はすべてがう

まくいくはずもなく、昼前まではなんとか曇 リ

空が雨をささえていましたが、いよいよという

時になって支えきれず、本格的な雨となってし

まいました。そんな中で 2組の宴会が春雨に煙

り、白い光のライ トアップを受けた石川門とサ

クラを眺めつつほろ酔い加減で、通か普ワンゲ

ルにはいった頃を思い浮かべていました。

ベルクハイムは床の傷みが激しく、全面張り

替えることにしました。舟と現役を利用して資

材や工具など運搬し修復作業を始めました。春

は山菜取りの人が多くそして釣りに入つてくる

人も多くちょつとした賑やかさを感 じます。秋

には継続作業だけでなく、日炉裏を復活させよ

うかとたくらんでおりますので、皆様のご協力

をお願いします。秋は、ゆつくりとした時の流

れを感じさせて、すてきな安らぎという報酬も

与えてくれます。

8月 には白山南竜への集中を計画しています。

日頃の生活習慣からはなかなか抜け出せるもの

ではありません。しかしながら、普段の通勤の

帰り道を少し変えただけで別の世界へ迷い込ん

だような新鮮さを感じることもあります。そん

な気持ちでふと白山にでも出かけてみませんか。

南竜で忘れかけていたあの人に会えるかもしれ

ません。
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海 外 ト レ ッ キ ン グ の
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一 超 l‐ 私 的 放 浪 記 一 29期 :深井 嘉浩

以前、『やまざと』誌上で “アジア放浪・帰国報告"を させていただきましたが、今回はOB
会舟田様より “海外 トレッキング"に関する執筆の機会を頂きましたので、僣越ながら駄文にまと

めてみました。ご興味のある方は是非ご一読下さい。

●1984/04～ 1989/03:金沢大学ワンダーフォーゲル部在籍

在学中の記憶は、何故か「ワンゲル活動とバイ トと酒宴」のみ。おかげで当時ワンゲルの主流で

あった 「留年 (た めどし)会」の一員となり、その後の人生の歯車が狂い始める。

●1988/03～ 1988/06:ユーラシア放浪PARTI
大学 5年を迎える春、エベレス トを見たくてチベットを目指す。バイ ト代 (総額 20万円)を手

に、神戸より「鑑真号」片道切符 (当 時 2万 円)で上海に上陸。生まれて初めての海外に戸惑いな

がらも、今にして思えば結構ディープな辺境地 (雲南 。四川省の山岳地帯)を寄 り道。日本を出て

3ヶ 月後、ようやくチベット高原・定日 (テ ィンリ)で、地平線の彼方の “チョモランマ"に対面

(あ の時の感激は今思い出しても胸が熱くな ります)。 その後、バスとヒッチ・ハイクでヒマラヤを

越え、あこがれの都カ トマンズヘ。

しかし、ネパール側は既にモンスーン (雨季)を迎えており、また資金も底を尽きたため、ヒマ

ラヤ・トレッキングに未練を残しながらも、カ トマンズよリバンコク経由で帰国。金沢で “赤痢 (の

疑い)騒動"を起こし、当時の現役部員の皆さんには大変ご迷惑をお掛けいたしました。

●1989/04～ 1996/05:」 TB日 本交通公社勤務

団体旅行営業のため、担当ツアーは主に “温泉宴会旅行"が中心であったが、時にはアメリカ・

ヨーロッパなど “おしゃれな海外"へのグループ・ツアーも手掛け、世界各地で貴重な経験を得る。

7年後退社。転職して、しばらく “2度 目の放浪"に向けての資金稼ぎに精を出す。

●1996/12～ 1997/07:ユーラシア放浪PARTⅡ
「タイ航空」片道切符で、懐かしのバンコク・カオサンロー ドヘ。今回の放浪もルー ト・帰国日

は未定。当初は『深夜特急』 (あ るいは “猿岩石")みたいに、ユーラシアを横断してヨーロッパ

を目指すつもりで出発する。まずは、タイ南部の “楽園"ピ ピ島 (今は『ビーチ』撮影で有名にな

ってしまったが)で、サラリーマン 。モー ドからバックパッカー 。モー ドに頭を切り替えた後、念

願の “ヒマラヤ・ トレッキング"実現のため、カ トマンズヘ渡る。

数日間の準備の後、現地ガイ ドー名と共にルクラヘ飛び、「どうせ行くならエベレス ト直下まで」

と欲を出し “カラパタール"へと歩き出す。周囲をタムセルク、アマダブラムといったヒマラヤの

巨峰群に圧倒されるエベレス ト街道を、ナムチェ、タンボチェと進む。途中高山病で「頭が爆発し

そうな痛み」にのた打ち回つたりしながらも、 9日 目にカラパタール (5545m)へ 到達。宇宙みたい

な濃紺の空の下、日の前に響える世界最高峰と対峙した時、「あぁ、生きてて良かった、会社辞め

て旅に出て良かった (帰国後、結構後悔することになるのだが…)」 と、溢れる涙を止めることの

できない感動を体験してしまう。

これがきっかけで “ヒマラヤ"にはまり、15日 間の トレッキングを終えてカ トマンズヘ戻ると

問もなくポカラヘ移動。 “アンナプルナ内院&ジ ョムソン街道"を、聖地ムクチナー トまで 21日

間ぶっ通しで歩き続ける。内院 (ア ンナプルナBC.4000m)では周囲を取 りまくヒマラヤ核心部

のパノラマ、アンナプルナ山群南麓では聖峰マチャプチャレからダウラギリヘと連なる山岳展望、

そして北麓ではチベット的な荒涼とした世界。日々様変わりしていく風景と、そこに生きるヒマラ
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ヤの民の日常が非常に印象的な旅であった。

その後、3ヶ 月かけてインドを放浪。途中パキスタン国境に近いラジャスタン地方 。ジャイサル

メールの砂漠では、ラクダを借りて 2泊 3日 の “キャメル・サファリ"も体験。後半はガンジス河

を遡 り、インド・ガルワール・ヒマラヤ最高峰 “ナンダデビィ"山域へも足を延ばす。4月 はまだ

残雪も多く最源流まで到達できなかったものの、このエリアはヒンドゥー教最高の聖地のため `'サ

ドゥー (修行聖者)"と の出会いなど、なかなか怪 しい体験もあり、この頃には「自分が日本人で

ある」という自覚がすっかり希薄になっていた。

ニューデリーの大使館でパキスタンとイランのビザを取得 (ト ルコから西はビザ不要)。 「Go Go

West! にんにきにきにき… (『西遊記』のテーマ知ってますか ?)」 と、気合を入れてヨーロッ

パヘ向けて西進を再開するが、軽い気持ちで立ち寄った北パキスタンで、再び足は止まってしまう。

せっかく来たからにはと、山岳ガイ ドと交渉し、“ナンガパルバット"南面ベースキャンプまで

行ったのだが、BCか ら見上げる落差 5000m(!)の南壁と、横たわるルバル氷河の迫力にまたも

や魅了される。更に、フンザからパスーにかけてのカラコルム・ハイウェイ周辺では、ラカポシ、

ディラン、シスパーレを筆頭とする 7000m級 の峰々が、ネパール・ヒマラヤをも凌駕する荒削 り

な山岳風景を展開させていたのである。

「こうなったらカラコルムの核心部・K2まで踏み込まねば後悔する」と、インドの吉本屋で入

手していた英文ガイ ドブックでコース研究の上、山岳ガイ ドに相談する。しかし “K2"は 、総延

長 50Kmの バル トロ氷河の最奥 “コンコルディア (4600m)"ま で行かねば、その姿を見ることができ

ず、往復に 15日 を要する。しかも村々の点在するネパール・ トレックとは異なり、全くの無人地

帯を歩くため、全ての食料・燃料・テント等を、遠征さながらのキャラバン隊で運ばなければなら

ないと言う。従って自分の乏しい資金では無理だと判 り、後ろ髪引かれる思いで断念。気持ちを切

り替えて次の国イランヘ進むことに決めた。。

ところが、スカル ドの安宿で同宿した ドイツ&オース トリアの女性二人組み (しかも若い |)に

この話をすると、彼女達もK2へ行ってみたいと意気投合。更にこの夜、イギリス人のパーティー

が正にK2・ トレックを終えて我々の宿に戻つて来た。しかもバル トロからゴン ドコロ・パス

(5600m)を 越え、フーシェ谷を回つて下山したらしい。興奮してガイ ドのMr。 バシールに相談を持

ち掛けると、「5人以上集まれば、君達の予算でもう一度行ってもいい」と言う。話は盛 り上がり、

この日から “同志集め"に奔走、スカル ドの各安宿に「英文&日 本語の募集ポスター」を貼 り、ま

た街で見かけたバック・パッカーには片っ端から声を掛けて回つた。数日のうちにドイツ人青年一

名とオランダ人カップルー組が加わり、まるで “ブレーメンの音楽隊"みたいに 6名 の国際パーテ

ィーが結成された。パーミッション (入山許可証)の取得や、バザールでの食料・装備調達などで、

計 2週間近くの日数を費やした後、遂に出発の日を迎える。

ガイ ド以下、ポーター、コックそして我々 6名 を含め、総勢 30名の大キャラバンは、“即席パ

ーティー"のため、当初は揉め事の連続であった。ガイ ドVSポーター、そしてメンバーVSメ ン

バー (ヨ ーロッパ人は本当に自己主張が強い)。 わずか数日にして既に分裂の危機を迎えていたが、

その度に仲裁に回る。自分も相当に我の強い方であるが、それでも彼らよりははるかに「和と協調

性 (日 本人の美徳か ?)」 を持ち合わせていたようで、いつしか 「添乗員」になってしまう。

さてコースの方は、氷河歩きとは言っても堆積した岩石に覆われているため、ピッケル・アイゼ

ンは不要である。 (今回は復路ゴンドコロ・パスという一般的でないルー トをとるため、峠越え用

に中古のピッケルを現地で入手したが。)しかし、クレバスが多く、時には 0℃の水流を渡渉した
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りと、ガイ ドが居なければルー ト・ファインディングは困難である。また、バル トロ両岸に次々と

現れるパイユ、トランゴ・タワー、ムスターグ・タワーといった岩峰群は、どれも “怪峰"と呼ぶに

ふさわしい迫力で、地球創世期の風景 (見たことないけど)に居るような感覚である。

出発 8日 日、コンコルディアに到着。バル トロ氷河はここで、正面に立ちはだかるガッシャブル

ムⅣにより左右に三分される。北側 “ゴッドウィンオースティン氷河"の奥にブロー ド・ピークと、

巨大なピラミッド・K2を臨む。神秘性と威厳を兼ね備えたその存在感に、強い衝撃を受ける。

翌日、K2の BCまで往復、日本隊・スペイン隊のベースでお茶などをご馳走になる。 (こ の一

ヶ月後、日本隊はK2西壁ルー トの初登頂に成功。)その後、我々は進路を南に取 り“ビグネ氷河"

を遡つて行く。いよいよ最難関 “ゴンドコロ 。パス"へ向けて。

午前 2時起床、満点の星空のもと、氷河の最源頭を詰める。徐々に傾斜が増し、クラス トした雪

面をピッケルでカッティングしながら登る。斜面の途中で「超人ラインホル ト・メスナー」に遭遇。

感激の余 り、鼻水垂らしながら抱きつくと、とっても迷惑そうであったが。やがて高度は 5,000m

を越え、足取りは重い。しかし、既に “カラパタール"を経験していたためか、高山病の兆候は無

い。夜が明ける頃、突然前方の視界が開ける。 “ゴンドコロ・パス"だ ! 振り返ると、朝日を浴

びて真紅に染まったK2、 ブロー ド・ピーク、ガッシャブルムⅣ・Ⅲ・Ⅱ・Iが、視界へ飛び込んでき

た (な んと、8,000m峰 4座が一挙に !)。 第三の極地・カラコルムの全貌一一想像を絶する光景で

ある。かつて、立花隆の『宇宙からの帰還』で読んだ「宇宙空間から地球を眺めた時の飛行士の感

覚」が、なんだか身近に感じられ、ナチュラル・ トリップヘと導かれて行く…。やがて、メンバー、

ポーターの全員が無事に到着。数日前までのぎくしゃくした人間関係はもはや過去のものとなり、

一人一人と固く抱き合ってお互いの “偉業"を祝福しあう。言葉なんて要らない。極限の地での達

成感が、我々を一つに結び付けていた。

しばし “至福の時"を満喫した後、フーシェ側ゴンドコロ氷河への下降を開始する。峠から覗き

こむと、高度差 1,000m近 くも垂直に切れ落ちた雪壁だ。たった一本のザイルを何度もフィックス

しながら、慎重に下る。幸いにも快晴のコンディションで雪が適度に緩み、ステップは確実であつ

たが、条件次第ではアイゼンのみならず、各種登攀具が必携のルー トであろう。数時間の緊張の後、

雪と氷の世界から解放される。我々を待ち受けてくれた 6月 下旬のフーシェ谷は、色とりどりの高

山植物が咲く “シャングリラ=桃源郷"の世界であつた。

15日 間の トレックを終え、久しぶ りにスカル ドヘ帰り着くと、我々 “K2・ ゴンドコロ国際パ

ーティー 1997(自 称)"は解散した。各々が西へ東へ、再び “バック・パッカー"に戻るため

に。翌朝、宿を出る時ガイ ドとメンバーの皆が見送ってくれた。 “SEE YOU AGAIN!いつか、また

どこかで"。 この長い旅の途中で、いくつもの “出会い"と “別れ"を経験してきたが、こんなに

もつらい瞬間はなかった。乾いたスカル ドの街が涙で霞んで見えなくなっても、バスの窓からずっ

とずっと手を振 り続けた…。

さて、イスラマバー ドヘ戻つた時点で、残金は $500を 切っていた。もう旅は続けられない。旅

の潮時を既に迎えていた。「日本へ帰ろう。」街の旅行エージェントを回ると、日本までの航空券

はどんなに安くても $700はすると言う。大ピンチ ! しかし名案が浮かぶ。「まだ、陸路がある !」

中国ビザを速攻で取得すると、再びバスでカラコルム・ハイウェイの北上を開始。ギルギット、

フンザと連 日バスを乗り継ぎ、やがてフンジェラブ峠を越え中国側のパミール高原へ。途中カラク

リ湖では、あまりの美しさに思わずバスを乗り捨てる。コングール、ムスターグ・アタ両峰に囲ま

れた草原地帯は、カザフ族の遊牧民が羊を追う季節を迎えてお り、夢の中に居るような光景であつ
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た。翌日、通過しようとするバスを必死に追って捕まえ、カシュガルヘ。バザールに集う “青い目

のエキゾチックな美女達"に心を奪われつつも、数日後ホータンヘ移動。ここから、タクラマカン

砂漠の中央を南北に縦断する新ルー トを、2泊 3日 のバスの旅。座席の代わりに狭い 2段ベッドが

何台も並ぶ妙なバスで、ずっと横になってなければならない。食事とトイレ休憩 (と言つてもトイ

レなどないが、)以外は、とにかく40時間余 りひた走 り、ときお り顔を上げて車窓を眺めるのだ

が、見えるのは一面の砂漠のみであつた。シルクロー ド最大の街ウルムチに着くと、今度は列車の

切符を手配。学生時代の「地獄の硬座 (2等座席)上海～昆明 4日 間」の忌まわしい想い出が、ふ

と頭をよぎり、なけなしの金で「硬臥 (2等寝台)」 チケットを奮発する。車中では、またもや中

国人民の筆談攻めに遭いながらも、酒や弁当まで恵んでくれる “国際友好的好意"に甘えつつ快適

な 4日 間を過ごし、一気に上海へ到着。

9年前、生まれて初めての海外で、最初に泊まった安宿「浦江飯店」へ再び転がり込む。長旅の

疲れで放心状態のまま、宿の前を流れる黄浦江をばんや り見つめていると、9年前の旅から、日本

でのサラリーマン生活、そして今回の放浪へと、全てがここで一筆書きで繋がつているような、そ

んな気妙な感覚を味わう。

遂に資金は底をつきていたが、なんとか “裏技 ?"で 「鑑真号」に乗船。桟橋から出港する瞬間、

8ヶ 月に及ぶ “ユーラシア大陸"への別れを実感し、感傷的になる。 3日 後神戸に接岸。久し振 り

の日本に戸惑いながら、考えたことは「明日から何して生きて行こう ?」 であった。

●1997/08～ 1998/03:社会復帰への道

すっかリネジの抜けてしまった状態で、帰国直後の会話はやたら “宇宙"とか “輪廻転生"な ど

の単語が多く、「インド帰り=やばい人」の図式にみごとにはまり、回りの友人は思いっきり引い

てしまう。約 lヶ 月程の “リハビリ期間"を要した後、日本社会への復帰活動を開始。 “縁"と は

誠にありがたいもので、名古屋市内の旅行代理店を紹介されて半年間お世話になる。また、この間

の “飛び込み就職活動"で、春からアルバインツアー東京本社への再就職も決まった。

●1998/04～今のところ :アルバインツアーサービス勤務

「業界経験十ヒマラヤ放浪=アルバイン」という極めて安直な発想で入社。32歳を迎えての転

職、初めての東京生活、そして “くせもの"揃いの職場 (社風はモロ体育会系山岳部 !)。 様々な

ス トレスを感じながらも、波瀾に富んだ展開を「人生、旅の連続」と開き直ることに決め込む。

さて仕事の内容であるが、“世界の山旅・辺境の旅"をテーマとする旅行会社なだけに、営業の

傍ら、世界各地の山岳地帯へ “ツアー・リーダー"(こ こでは決して “添乗員"と は呼ばない)と

して赴いている。この 2年間で、得意のネパール・ヒマラヤを皮切りに、ヨーロッパ・アルプス、

カナディアン・ロッキー、ニュージーランドなどへの “トレッキング・ツアー"及び、アフリカ最

高峰キリマンジャロ、ボルネオ島キナバル山、台湾玉山・雪山などの “登頂 トレッキング"へ同行

した。この年末に、念願の地元 。名古屋営業所へ転勤。今夏は、南米・アンデスなどでツアー・ リ

ーダーを務める予定である。

こうやってコースを羅列すると、なんだかすごい登山技術を必要とするように思われるかもしれ

ない。確かに “登頂ツアー"の一部 (モ ンブランなど)で、ピッケル・アイゼン技術、及び現地ガ

イ ドとのアンザイレン登行を必要とするものもあるが、ほとんどは “ワンゲル出身者"であれば体

験できるコースである。優れた登攀技術を要求される “エキスペディション (遠征登山)"と は異

なり、 “トレッキング"において必要とされるのは「体力」の他は、次の 2点であろう。

まず第一点は、「辺境地への適応力」だが、これはワンゲル出身者には全く問題無いでしょう(笑 )。
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そして第二は、キリマンジャロやヒマラヤ高所 (特 に 4,000m以 上)での「高所順応力」である。

しかし「高所順応力」は経験と体質・体調に負うところが大きく、また日常 トレーニングが可能な

ものでもない (日 本では富士登山くらいか)。 必要なことは、とにかくゆっくり歩く、水分を多く

取る、一日の登行高度を抑えるといった、基本的な「高山病の予防知識」の修得と厳守です。高山

病は非常に危険な問題であり、実際に自分も取 り返しのつかない事故に遭遇してますので、特に初

めて高所に赴く場合は、肝に銘じておいて下さい。

以上、極めて個人的な経験をもとに「海外 トレッキング」について書いてきましたが、興味をお

持ち頂き「昔取った杵柄」を奮い起こすきっかけとなれば幸いです。私の場合は「会社辞めて放浪」

と言う特殊なケースですが、今は「休暇でヒマラヤ・ トレッキング」も充分可能な時代です。先日

は、 33歳 の現役銀行員 (熱 田 渉氏)が 「世界 7大陸最高峰登頂」なんて言う衝撃的なニュース

まで耳にしています。もちろん、それぞれ職場の事情など、取り巻く環境は千差万別でしょうが、

是非とも世界の高峰と対峙して 「人生観に影響する程のインパクト」を体験 してみて下さい。

最後に 【CM】 となりますが、私が勤務しております「アルパインツアーサービス仰」の業務を

紹介させていただきます。OB、 現役の皆さんに、情報提供などお役に立てることがあればご協力

させて頂きますので、宜しくお願いいたします。

【ツアー内容】海外 。国内 トレッキングのパッケージツアー (カ タログに掲載 )

海外 トレッキングの個人手配・グループツアー手配

ヤマケイ登山教室など「山と渓谷社」タイアップ 。ツアー

【カタログ 】『世界の山旅 ,辺境の旅』=夏版 (3月 発行)・ 冬版 (9月 発行)の 2分冊。

ヨーロッパ・アルプス、カナディアン・ロッキー、カラコルム、アンデス →夏版

ネパール・ヒマラヤ、インド・ヒマラヤ、ニュージーランド、パタゴニア →冬版

キリマンジャロ、ボルネオ、台湾、中国 。チベット、日本の山旅 etc.→ 通年

【説 明 会 】現地で撮影したスライ ドやビデオを上映、トレッキングコース&ノ ウハウを解説。

特にカタログ発行時 (3月 ・ 9月 )は、全国各地で 「地方説明会」も開催。

私も中部地区 (東海・北陸)を 担当しますので、ご興味のある方是非お越し下さい。

【問合せ/資料・カタログ請求 】

アルバインツアーサービス株式会社 名古屋営業所  深井 嘉浩 〔KUWV29期 〕

住所 :〒 450-0002名 古屋市中村区名駅 3-23-6第 2千福ビル 8階

TEL : 0 5 2-5 8 1 -3 2 1 l  FAX : 0 5 2- 5 6 1 -8 3 3 8

追伸 :東京勤務の折に、11期 。長岡さん、15期・南保さんにお会いする機会がありました。こ

れも「やまざと」掲載がご縁と、この場を借 りてお礼申し上げます。

また、放浪帰国後は一文無しで、しばらく山にも行けない状況でしたが、最近は 27期・竹内さ

ん (福井山岳会所属。33期 。西村さんも同会員)と ロッククライミング 〔北岳バットレスⅣ尾根〕

や山スキー 〔白馬蓮華、取立山〕に同行させて頂いたり、 30期 。大村君 (何故か今も近所)と は

北八ヶ岳宴会山行&ク ロカン・スキー (初体験)に行って参 りました。山から遠ざかってる皆さん

も、たまには仕事忘れて遊びませんか ?
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カラコルムヘの旅より

マッシャーフルム(7821m)に かか

雲湧きはじめたマッシャーブルム  ll写 真の右方の谷|11か
`

約3000mだ が、地形の規模が大きいために,覆いかぶさるよ

一
．・一
一

，

●||
一
．．

一一一一一一

lr.

llす 明oB長岡正利

|]が差 し始めるまでは氷点 ドの世:界。バル トロ氷河コンコルディア(標高4650m)よ り望見。

-9-

賦

趙
躙



この原稿をまとめつつ,ふ と気がつけばカラコルムに出発したのがちょうど 1年前のことでした。職を辞し

て後, lヶ 月間余をかけて,長年の憧れであったバキスタン北部を歩いて参りました。

今回,「やまざと」誌の海外特集とのことで,一時はなにがしかの紀行的文をとは思ったものの,慌ただし

い中では思うに任せず,せめてもと,山の写真を紹介させて頂くことにしました。

出かけたのは,その前半が,K2峰 に連なるバル トロ氷河源頭への 5人での トレッキング (29期 oB深井様

ご勤務のアルパインツアー社催行),そ の後は 1人 (む ろん現地ガイ ドらと共に)で ,フ ンザ地区の5000mの

山を歩いたりなどして参 りました。この稿では,本当は,ご覧頂くために地図などもとは思っていたのですが ,

つい時間が無くてそのままです。もし, ご興味の方がありますれば,深井様に連絡なされれば, トレッキング

部分については美しいパンフレットを送って頂けます。短期間のコースもありますので,是非お出かけを。

実は,地球の歩き方・パキスタン編の広島三朗様と,小生が職を辞めたら,ア フガニスタン国境に近いヒン

ドゥークシュ・ヒンドゥーラジ山中の多くの峠 一玄実三蔵や,大唐の高仙芝将軍など歴史上の故実の地― を

結ぶ山歩きにご一緒にと言ってはいたものの,氏は 2年前にバル トロ上部で遭難・ご逝去。しからば単独でと,

現地の登山関係エージェントと連絡を取って見たものの,6月 ではいくつかの峠は雪で越えられないとの山で ,

上述のような山歩きとなりました。

ここに紹介する写真は氷河の山々だけですが,夏のこと故,山中には様々の植物も。一方,山麓での人々の

生活と山々の眺めも素晴らしいものでしたが,こ こでは害1愛 しました。

バル トロ水河の懐深くにて,80001nの 山々に囲まれた中にいると,これまでの山の記憶も総てどこかに消え

てしまうような壮大な眺めでした。静寂につつまれた眠 りの中で,テ ントの下の凍りついた岩片を載せた氷の

底から伝わってくる氷河の微かな震えに気づいて起き出せば,氷雪の稜線を背景に満天に総ての星は爆々と輝

き,本当に物音一つない夜の静けさがありました。

人家のある辺 りまで下山してくると,さ すがに気候はなごみ,夕 暮れともなれば巨樹のもとに作んで,暮れ

なずむ氷河の山々が夕焼けに染まるさまなどの,涼 しい風の気配。もう,酷寒と低酸素に悩まされることもな

い,満ち足 りた眠 りの安らかさのことなどが想い浮かびます。山麓でも,空が澄んでいると,夜 ごとの人工衛

星の光輝や流れ星の数々など,それが当たり前のことのように思えてきました。

早いもので,それからもう 1年。退職直後には, これでようやくに心のゆとりを得ることが出来ると浮き立

つ心持ちで,今後は古今の書に親しみ,和洋の音楽を愉 しみ,西域関係の探検史を学び,な どと思ったのもつ

かの間。再就職して以来は毎朝 6時 20分出発の慌ただしい生活にて,列車中での読書時間だけは確実に増えた

ものの, この山歩きのアルバム整理も未だままならぬ状況です。

いつの日にか再びと思えど,今や,カ ラコルム山中での日々は夢まばろしのようです。

バル トロ氷河側壁に連なる山々

歩き始めて, ここまでで 5日 目。

氷河はまだ序の日。氷河に磨かれた

怪奇な岩峰が延々と続く。氷河の上

はご覧のような岩屑の堆積で,起伏

に富んだ広大な砂利山状。近くの岩

峰までの比高は,2000～ 3000mo lll

は,左より,パイユピーク(6610m),

トランゴタワー(6763m)な ど。

■■■■■■■|

■■■■■■・ ■■

・
・
1瘍 ‐
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夭 ●■ヽ.

クルクスム (6600m)

巨大なバル トロ氷河本流には,左右

から多くの支流氷河が合流している。

その何れにも,源頭には美しい山々

が覗いているが,7000～ 8000m級の

山々が多い中では,あまり登山の対

象とはならないようで,ほぼ無名。

左もその 1つ。

ビアルチェディ氷河源頭の

ビーク (6810m)

これも,上記同様のピークの

1つ。懸垂氷河と氷河の雪装が

見事。

ムスターグタワー (7284m)

同じく,脇から合流する氷河の奥の

ピーク。

一一
・
一一． ・・・一一
一
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ガッシヤーブルムⅣ峰 (7980m)

山イ1は,現地バルテ ィ「liで「美 ヒ́い

IJ I」 σ),ま とグ)由
`,

トレッキングの半ばか ら
~lミ つと ,「lrti

に見え続け, liLi引 の曙光か ら夕暮れ

の間に沈む まで,終 IIの 美 しい眺め
l

手前は,パ キスタン陸年+1の連絡キャ

ンプ1、 トレッキングの間|(〉 ,こ の ビ

ーク右奥のシアチェン水河域では ,

イン ド軍とのFlでの砲撃戦が続いて

いたて,

中央写真 :ブ ロー ドピーク (8051m)

11の 写真でのガッシャーブルム山lpli

がコンコルデ ィア ー そグ)地 に近′づく

とと羊〉に, このどつ しりとヒ́た山が

左方に見え始める´

下の写真 : K2(861lm)
バル トロ氷河は, 上吉|`の コンコル

デ ィアで南北に分岐するぃ ここか ら

しばらく進む と, ようや くにK2の

企景が見え始める(.左 に小さく覗 く

純 白の峰は,エ ンジェルヒー ク̀
‐

先に述べた広島様の永眠の地は, こ

の方i奥 の水河の中ゅ最後の会話は ,

カザフのアルマ トィ|IFか らの電 :i舌 に

て,lJ境地域 ・帯の ソ連邦製 10万 分

1図等が入 千ir能なので先生の分 1)

ご ・緒に…・と.後 日,その地図に対

して,初 めて詳 しい地形が判つたの

でいよいよこれか らとのお礼が届い

たのが最後 となつて しまいま lン たo

その地図も,き つと共に水河の中にti

ここでは,山 を中心に紹介 させて頂

きま した。 しか し,カ ラコルムの本当

の美 しさは,氷河の山々を背 とした

山懐の村での風光や村 々を結ぶlthに

一パ ミールを想わせる草バ〔の山|か ら,

夏 t)氷雪の中の 1瞼 しい峠 まで、

広島様 ()登 頂 した K2を‖りしめつつ
,

氏 とのそんな峠歩きの夢 1),1)う 永遠

に叶わぬ夢 となつて しまつたな…と,

ばんや り/と 考えていま し́た.
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